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2020 年 9 月 13 日 

豊島区サッカー協会 

ジュニア委員会 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策（2020 年度）ver.2 

①本「新型コロナウイルス感染拡大防止対策」は、今年度ジュニア委員会の主催する公式
試合に適用します。 

②リーグ戦等の公式試合の主催は豊島区サッカー協会ジュニア委員会ですが、感染拡大防
止対策やクラブ内の健康管理については参加クラブの責任において行うものとし、使用
会場のチェック事項や必要書類の作成も各クラブの責任で行い、ジュニア委員会と協力
して運営にあたることをお願いします。各クラブの代表者はジュニア委員会といつでも

連絡が取れる体制を確保してください。 

③以下、試合会場が南長崎スポーツ公園の多目的広場であることを基本として、対策項目
を挙げます。 

１．施設利用に関して 

①施設利用のための同意書等の施設あてに提出は、ジュニア委員会事務局において行 う。
各クラブは、事務局あてに「施設利用の同意書【団体用】（1 枚目）」※１を参加日毎・チ
ーム毎に提出する。    ※１施設利用の同意書【団体用】（1 枚目）については５頁参照 

②ただし、各クラブの代表者は、会場に入場する自クラブの選手・指導者・クラブスタッ

フおよびその方々の家族等（以下、総称して「クラブ関係者」）について末尾記載の各事
項のほか利用施設が定める感染防止に関する利用前確認事項および利用時遵守・同意事
項を確認するとともに徹底させる。また、その確認のために施設利用者の体調を確認し
た書類（ジュニア委員会指定の書式等はありませんので、例えば健康管理表※２等、各ク
ラブにおいて使用する確認ツールで可。）は、参加各クラブが自クラブ分を毎回用意し、
1 か月間保管する。            ※２健康管理表（例）については６頁参照 

③南長崎スポーツセンターの更衣室は利用しない。 

④南長崎スポーツセンタービルへの不要・不急の入館も禁止する。 

⑤トイレ等施設内の設備を使うときには、当該施設の規則に従うこと。 

⑥ごみはすべて持ち帰り、忘れ物は（記名があったとしても）廃棄する。 

２．感染者判明時の対応 

①各クラブの代表者は、試合に参加していたクラブ関係者に感染者が出た場合は、発症の
事実および濃厚接触者の有無について速やかにジュニア委員会事務局に連絡をする。 

②試合に同行していなくても、クラブ内に感染者が出た場合も同様にジュニア委員会事務
局に連絡をする。 

３．不当な扱い・差別の禁止等 

①ジュニア委員会および加盟各クラブは、感染等が起こった場合にも不当な扱いや差別に
つながることは許容せず、またその予防のためにも個人情報の取り扱いには充分に注意
をする。 
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４．会場への集散について 

①多目的広場への出入りは、各カテゴリー毎に試合ピッチの位置を考慮して設定すること
とし、試合当日の本部指示に従うものとする。 

②多目的広場内に入れるのは、選手・指導者・当番など理由のある保護者のみとする。各
クラブは多目的広場に入るすべての人の氏名・体温等の体調確認にかかる記録を残し、
所定の期間保管をする。 

③保護者等の来場・観戦については、低学年選手の引率等、必要最小限かつ已む得ないも
のに限定し、最大観戦人数※３は、試合参加選手数を超えないものとする。 
また、保護者の観戦は、必ず会場内（公園での観戦は禁止）において行うものとし、所定
のチェック・記録を残した上で、関係クラブが密にならないよう人数等を管理する。 

      ※３保護者が已む得ず未就学児を同伴させる場合、当該未就学児は観戦人数には含めない 

④多目的広場内に入る前には、全員の検温と体調に関するチェックを完了し（現地で検温
するか事前に検温するかはどちらでも OK）、体温計・石鹸・手指消毒用アルコール・使
い捨てハンドタオルなどは各クラブで用意する。 

⑤荷物置き場・待機場所は、ピッチ（1 面もしくは 2 面）の空いている場所を利用する。
クラブ間の間隔をあけ、クラブの中でも各々の荷物の距離を離して密にならないように
配慮する。なお、試合当日の本部指示がある場合はその指示に従うものとする。 

⑥本部の設営はジュニア委員会役員のほかクラブ指導者や保護者の協力を要請するが、設
営時には密にならないよう感染防止に配慮する。 

⑦来場時および退場時の子どもたちの本部挨拶はナシとする。 

⑧試合前後のミーティングは多目的広場内の空きスペースで行い、公園や多目的広場の外
では行わない。 

⑨手洗いを頻繁にすることが望ましいが、公園の水道で密になったり、公園利用者の迷惑
にならないよう配慮する。 

５．アップ時・試合中・試合後 

①試合前、試合後に相手クラブ、審判団との握手はしない。 

②円陣はしない。 

③倒れた選手に手を貸さない。ただし、治療のために担架等により退場させる必要がある

場合は審判の指示に従う。 

④得点時にハイタッチ、抱擁を行わない。 

⑤ピッチ上でチームメイト、審判員と会話する際にも互いの距離についてしっかりと配慮
する。 

⑥ベンチにいる選手はマスクを着用し、会話を控える。 

⑦ベンチの指導者は、マスクを着用する。 但し、テクニカルエリア等、屋外で人と十分な
距離（少なくとも２ｍ以上）が確保できる場合は、マスクをはずすことができる。 

⑧チームベンチは間隔をとって座る。  

⑨使用したビブスやキーパーグローブなどをグラウンド上やベンチに放置しない。 

⑩ピッチ内でも咳エチケットを守り、つばを吐く、手鼻をかむなどの行為を行わない。 

⑪口に含んだ水を吐かない。 

⑫水筒、タオルや冷却材を共有しない。 
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⑬水・氷を溜めたクーラーボックスを共用しない。ただし、氷水にスポンジを入れて体を
冷やすことは、体を冷やすだけであれば容認される。その場合でもスポンジで顔を拭う

ことは行わない。 

６．表彰式について 

①プレゼンターと選手は 2 メートル以上離れて立ち、授与のみを行い写真撮影は行わない。 

②クラブの集合写真撮影等も禁止。 

７．リーグ・大会関係者に、感染者または濃厚接触者と特定された方が出た場合
の対応ついて 

（１）リーグ・大会参加前に感染判明または濃厚接触者と特定された個人について 

①感染が判明または濃厚接触者と特定されたクラブ関係者および当協会役員は、試合会
場への入場は認めない。入場不可の期限は保健所、行政の指示に従うものとする。 

（２）リーグ・大会参加前にクラブ関係者に感染判明または濃厚接触者と特定された方が
出た場合 

①クラブが保健所よりクラスター認定を受けなかった場合 
・判明した日から 2 週間は、全てのカテゴリーにおいて、そのクラブのリーグ戦・大

会参加を認めない。 

②クラブが保健所よりクラスター認定を受けた場合 
・クラスター認定日より最低 2 週間は、全てのカテゴリーにおいて、そのクラブのリ

ーグ戦・大会参加を認めない。参加復帰には保健所の許可を必要とする。  

（３）リーグ・大会実施後 2 週間以内に試合会場に入場したリーグ・大会関係者の感染が
判明した場合 

①感染判明者が当日試合をしたクラブ関係者である場合、 
・その所属クラブは認定日から最低 2 週間は全てのカテゴリーにおいて、リーグ戦・

大会参加を認めない。 
・そのクラブ(チーム)の対戦相手を含め、当日会場に滞在した、他クラブのチームに

ついてのリーグ戦・大会参加は、保健所、行政の指示を仰ぎ参加の可否を判断する。 

この場合、当日会場入りしなかった他クラブのチーム（リーグ戦、大会の参加単位）
についてはリーグ戦・大会参加は出来るものとする。 

➁感染判明者が協会役員である場合 
・感染が判明した方の会場滞在時に会場にいた全てのチームのリーグ戦・大会参加は、

保健所、行政の指示を仰ぎ参加の可否を判断する。 

（４）試合の取扱いについて 

①上記のリーグ戦・大会参加できない期間の試合については原則延期とする。 

②但し、協会の今年度の全ての日程検討し、延期不可と協会が判断する場合は該当試合
を引分けとし、両チームに勝ち点 1 を与える。 

※なお、保健所、行政からの制限がなくとも、参加選手、クラブスタッフ、協会役員なら
びそれらのご家族の安全を最優先として、リーグ戦、大会等の中断・延期・中止の判断
を行う可能性がある。 

以 上 
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末尾（クラブ代表者 確認・遵守・同意事項） 

（１）施設利用前確認事項（試合当日とその 2 週間前の体調等について、以下事項に該当
がある場合は試合出場は見合わせること） 

・平熱（37℃）を超える発熱、咳や喉の痛みなどの風邪症状がある 

・倦怠感（だるさ）や呼吸困難（息苦しさ）を感じる 

・臭覚や味覚に異常がある 

・体が重く感じる、疲れやすい等の感覚がある 

・新型コロナウイルス感染症陽性者とされた者との濃厚接触がある 

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 

・過去 14 日以内に政府からの入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、
地域等への渡航または当該在住者との濃厚接触がある 

（２）施設利用時 遵守・同意事項 

・マスクを持参すること（受付時や着替え時等のスポーツを行っていない際や、会

話をする際にはマスクを着用すること） 

・こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること 

・利用中に大きな声で会話、応援等をしないこと 

・施設利用前後のミーティングや懇親会等においても、三つの密を避けること 

・周囲の人となるべく距離（できるだけ２ｍ以上）を空ける等、十分な距離の確保
（障がい者の誘導や介助を行う場合を除く） 

・位置取りの注意（可能であれば前後一直線にではなく、並走する、あるいは斜め
後方に位置取る） 

・運動・スポーツ中に、唾や痰をはくことは極力行わないこと 

・タオルの共用、飲料の回し飲みはしないこと 

・運動終了後は、速やかに退室、退館すること 

・試合後 14 日以内に選手・指導者・関係者が新型コロナウイルス感染症を発症した
場合は、発症の事実および濃厚接触者の有無についてジュニア委員会事務局へ速

やかに報告すること 

・上記の他、利用施設管理者の指示及び施設が定めた感染防止措置の遵守（施設利
用時の利用者氏名・住所・連絡先の事前把握および、万が一の場合における連絡
先等の提供協力を含む） 
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【参考資料１】「施設利用の同意書【団体用】（1 枚目）」 
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【参考資料２】健康管理表（例） 

※参加チーム用

＜基本情報＞

チーム名
チーム代表者

氏名/連絡先

フリガナ 生年月日 西暦　　　　　年 月 日

電話番号

Eメール

アドレス

住所

〒

＜大会当日までの体温＞

日付 起床時体温 日付 起床時体温 日付 起床時体温 日付 起床時体温

9/ 9　 (    ) ℃ 9/10 　 (    ) ℃ 9/11 　 (    ) ℃ 9/12 　 (    ) ℃

9/13 　 (    ) ℃ 9/14 　 (    ) ℃ 9/15 　 (    ) ℃ 9/16 　 (    ) ℃

9/17 　 (    ) ℃ 9/18 　 (    ) ℃ 9/19 　 (    ) ℃ 9/ 20　 (    ) ℃

9/21 　 (    ) ℃ 9/22 　 (    ) ℃ /　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃

＜大会前２週間における健康状態＞　　※該当するものに「✓」を記入してください。

チェック欄

（大会参加者が未成年の場合）保護者　確認欄

保護者　氏名

電話番号 Eメールアドレス

確認日 西暦 年 月 日

⑨　その他、気になること（以下に自由記述）

③　だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がない

④　臭覚や味覚の異常がない

⑤　体が重く感じる、疲れやすい等がない

⑥　新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がない

⑦　同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいない

⑧　過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がない

②　咳（せき）、のどの痛みなどの　風邪症状がない

健康チェックシート
本健康チェックシートは、（主催団体）が開催する各種大会において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するた

め、参加者の健康状態を確認することを目的としています。

本健康チェックシートに記入いただいた個人情報について、（主催団体）は、厳正なる管理のもとに保管し、チーム関

係者の健康状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のためにのみ利用します。また、個人情報保護法等の法令

において認められる場合を除きご本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。但し、大会会場にて感染症患者また

はその疑いのある方が発見された場合に必要な範囲で保健所等に提供することがあります。

氏名

チェック項目

①　平熱を超える発熱がない

 

 
 


